
部門 削減目標達成に向けた取組

産業部門 省エネルギー性能の高い設備・機器等の導入促進

・農林業 再エネ・蓄エネ導入

・建設業 照明のLED化

・製造業 燃料転換の促進など

民生家庭部門 住宅の省エネルギー化

・家庭内での 再エネ・蓄エネ、高効率機器の導入

　電気、ガス、灯油などの HEMS、スマートメーターを利用したエネルギー管理

　エネルギー消費 脱炭素型のライフスタイルへの転換

森林の保全管理や森林資源の利用促進など

民生業務部門 建築物の省エネルギー化

・産業部門、運輸部門 再エネ・蓄エネ、高効率機器の導入

  に属さない企業 BEMSの活用

　法人の事業活動 脱炭素型のライフスタイルへの転換

森林整備・保全活動

運輸部門 次世代自動車の普及

・自家用車等 エコドライブ、公共交通機関の利用促進

・物流 カーシェアリング、シェアサイクルの普及

・公共交通機関

廃棄物部門 廃プラスチックの排出抑制

森林吸収量 森林の光合成により吸収される大気中のCO２

目標実績
基準年度

2030年までにみんなで実践・達成すること

建設工事にGX建設機械

（電動の建設機械）の導入や

低炭素型材料の

使用を進める。

３軒に１軒の住宅に

太陽光発電設備の設置。 使い捨てプラスチック製品を使

用をしない。

（マイバックの利用や別の素材

でできた製品を使うなど）

自家用車の

次世代自動車普及率を60％に。

八王子市 2050年 ゼロカーボンシティに向けたロードマップ

ZEHの普及率を５％に。

省エネ診断を利用して省エネ対策を

実践。（利用者事業者数を２７０件に）

置き配や宅配ボックスの活用で

再配達を減らす。

４６％削減
（2013年度比）

単位：千t-CO2/年

▲ 12 ▲ 12 ▲ 12 ▲ 12 ▲ 12 ▲ 12 ▲ 12
54 42 43 45 46 39
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▲ 151

2013年度 2018年度 2020年度 2027年度 2030年度 2040年度 2050年度

163

カーボンオフセット

▲163

実質ゼロ

1183

2,399

2,103
1957

1415

673

事業所の空調の約７０％以上を

ヒートポンプ式に。

2020年度の民生業務部門全体の実績値は573

千t-CO２/年で、70%以上を達成すると483千t-

CO２/年になる。

2020年度の運輸部門全体の実績値は476

千t-CO２/年で、60%を達成すると394千t-

CO２/年になる。

2020年度の民生家庭部門全体の実績値は698千

t-CO２/年で、上記の目標を達成すると566千t-

CO２/年になる。

2020年度の運輸部門全体の実績値は476千

t-CO２/年で、90%が活用すると473千t-CO

２/年になる。

2020年度の民生家庭部門全体の実績値は698

千t-CO２/年で、5%を達成すると676千t-CO２/

年になる。

省エネ型機器等の導入率を50％に。 食べ残しや直接廃棄（未利用

食品）などを減らして食品ロス

を削減。

省エネ診断を利用すると、ビルなどの具体的

な省エネ対策方法がわかります。

受診後のエネルギーの削減率は平均

電気：約16％減

ガス：約24％減

水道：約１６％減

製造業の設備に省エネ型機器等を5０％導入すると、

2020年度の産業部門全体の実績値167千t-CO２

/年から、152千t-CO２/年になる。

産業部門 民生家庭部門 民生業務部門 運輸部門 廃棄物部門


